インドネシア, バリ州における環境調査-バリ島の人々の生活用水に焦点を当てて- by 松平 功
は じ め に










1) 本稿で使用する「生活用水」の定義は, 家庭で使用される「家庭用水」及びオフィス, ホテル, 飲
食店等で使用される「都市活動用水」に加えて, 通常は含めることのない「農業用水」も合わせた水
とする。その理由は, 農業用水の落ち水を生活用水に使用する地域が多いからである。しかし, これ
には原料, 製品処理, 洗浄, ボイラー, 冷却などの用途で産業活動に使用される「工業用水」は含め
ない。また, この調査は桃山学院大学総合研究所に登録された,「インドネシアとの相互的文化交流
に関する総合的研究」(2013年～2015年度）をテーマとした共同研究の一環である。さらに, 本稿で
の調査時期を2016年 1 月から 2月としているが, 時期については2013年 1 月に調査したスラヤ地方等,
2010年から2016年までの 6回のバリ州での調査研究, および後述する桃山学院大学国際ワークキャン
プでの 6度の学生引率で調査した内容も含めることとする。




























用量はひとりあたり 1日平均約 250で, その水量を 1千万人で換算すると, たった 1日で
25億もの生活用水が必要とされる計算になるのである3)。想像しやすく言い換えてみると,














































統システム, そして井戸, 水道, 貯水方法や浄水場等様々な場所で調査を進めていくことと
した。それらの調査場所は, タバナン県ソカ村, ジュンブラナ県ブリンビンサリ村とムラヤ







した。その結果が, 表 1とグラフ 1である。
バリ州の場合, 雨季と乾季が明確に分かれており, デンパサールの 9 月の降水量が 0mm
という月もあることを見て取れる。しかし, デンパサール対東京都の年間降水量を比較して
























































































ジュンブラナ 6,820 9,070 52,160
タバナン 22,465 40,459 227,144
バドゥン 10,237 18,787 118,204
ギアニュール 14,743 30,458 169,509
クルンクン 3,876 5,720 36,249
バンリ 2,890 5,304 26,306
カランガズム 7,140 11,911 73,969
ブレレン 11,067 22,493 141,578
デンパサール 2,693 5,067 31,573









産に選定登録されているほどである5)。図 2 は, バリ州の県境とその名称を記したものであ








pp. 161208, 2007年, pp. 167168。
5）永野由紀子「インドネシア・バリ島の水利組織(スバック)における人間と自然の共生システム―タ























































るが, その量は1985年に 758,463 t, 2004年には 788,883 tを計上しており微増しているのがわ
かる。そしてその後のバリ統計局の報告書には, 2015年の収穫量が 861,321 tと記されてお
り生産量の増加が顕著に表れているのである9)。
この収穫量増の理由を永野は, 第一に, 米の自給を目指したインドネシア政府による増産






本水土総合研究所訳）『ARDEC 43号』, 2005年, pp. 23。http://www.jiid.or.jp/ardec/ardec43/ard43_key
_note4.html











2 は, ソカ村の水場の写真で, ここで村人は洗濯をし, 水浴びをし, そして飲料水を汲んで
各家庭まで持ち帰る。しかし, その水は先述したように棚田に撒かれた化学肥料と農薬が混
ざり, 白く混濁しているのである。






























































ただ, 問題は水道料金で, 1m3から 10m3の使用では, 1m3あたり5Rp（約0.05円）と格
安なのだが, 11m3 から 20m3 の使用では 1m3 あたり1,000Rp（約10円), 21m3 からは 1m3
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12) 齊藤壹「すべてのことが学びとなる―第15回インドネシア・ワークキャンプを終えて―｣,『アジア
の人々の協働から学ぶ XV』, pp. 513, 桃山学院大学キリスト教センター, 2000年, p. 9。林陸雄「イ
ンドネシア・バリ島における子どもの栄養状態と発育問題 (2)｣,『桃山学院大学紀要29号』, pp. 121
146, 桃山学院大学総合研究所, 2004年, p. 125。林によると設置されていたタンクはコンクリート製
で, 2000年に行われた第15回国際ワークキャンプにおいて, 浄化装置が設置されたという。なお, こ


























15) 2016年 1 月26日の聞き取り調査による。情報は, ウィディヤ・アシ財団責任者ヌガ・スィクラマ氏。
Figure 6 ブリンビンサリ村の井戸
べての生活用水を水道に頼ることができないためである。その価格は一か月の使用では,




貯水槽建設を行ったという学生の書いた記事が掲載されており, その寸法も縦 2m, 横 5m,
















16)『アジアの人々の協働から学ぶXIX』, 桃山学院大学キリスト教センター, 2005年, p. 34。
17) 2016年 1 月26日の聞き取り調査による。情報は, ウィディヤ・アシ財団責任者ヌガ・スィクラマ氏。














置されており, 見た目からもその高性能さが伺える。また, Figure 10 のように, その装置













台所, スタッフ棟, 家畜小屋にパイプラインが敷かれている。深さは 20mのものから 70m
のものまで様々である。昨年の乾季から, 1988年に掘られた施設で最も古い深さ 20mの井
戸が枯れてしまい, ポンプも同時期に動かなくなったという事もあり, 別の場所で掘削工事
を始めて2015年12月に新しい井戸が完成した。Figure 11 は枯れてしまった井戸の外観, そ




























































ヤ・アシ財団が2008年から2013年の 5 年間, CDC (Community Development based on
Children) というプログラムで貯水槽を設置していった。Figure 17 のように, 石を積み上げ
たコンクリート製のタンクで直径 5m, 高さ 3mの大きさがあり約 59tもの雨水を貯水する









（表 3 バリ州, カランガスム県年間降水量：
インドネシア政府統計書参照）
単位：mm 2011年度 2012年度 2013年度
１月 323.8 420.4 696.3
２月 193.7 162.7 128.8
３月 492.0 334.3 253.5
４月 192.5 57.8 147.1
５月 117.0 102.0 205.7
６月 71.2 16.3 504.2
７月 42.6 15.8 119.5
８月 0.0 2.4 0.5
９月 3.1 0.0 5.9
10月 162.9 53.1 2.2
11月 84.7 41.7 224.8
12月 198.2 214.1 259.5























19) 井澤（2012), pp. 6063。井澤によると, 外国人観光客のみに限らず多くのインドネシア人観光客
がジャワやカリマンタン, スマトラ, スラウィシ, 西ヌサ・トゥンガラなどからバリ州南部を訪れる
ことを述べている。その数は, 2010年において既に20万人を超えているのである。




























表 5 と表 6 は独立行政法人国際協力機構（以下, JICA）が調査したデンパサールとバド
ゥン県の水道調査である。表 5のデータの水道普及率を見ると, バドゥン県の場合では約74










































































































備調査（PPPインフラ事業）最終報告書」(第一部, 要約)』, 独立行政法人国際協力機構（ JICA),
2012年, p. S4。
22) 同上。
(表 5 バリ州南部水道供給量実績, デンパサールおよびバドゥン県：
2010年の水道公社データ)21)
項目 単位 デンパサール水道公社 バドゥン県水道公社
人口 人 674,361 384,153
給水人口 人 338,235 285,138
需要量（日平均・日最大） m3 73,335 76,792
普及率 ％ 50.16 74.20
ひとり当たりの消費量  197 142




















23) 株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル (2007), pp. 12。
24) 同上, p. 11。
Figure 19 新しく開設されたバドゥン県の児童養護施設
（表 7 バリ州開発計画局が JICAの施設計画を基に作成した計画案)24)
バリ島南部給水事業計画スケジュール


























第 1期事業計画は緊急性を要しているため, 代替案はない。もし, この事業が頓挫するよ
うなことがあれば, バリ州南部の水道事業体は大きな打撃をこうむるであろう。さて, バリ
州開発計画局の草案をわかり易くするため, 図 3に計画されている浄水場のおおよその位置




































































25) 同上, pp. 25。
26) JICA（2012), 要旨のページ。
27) 株式会社パシフィックコンサルタンツインターナショナル (2007), p. 11。首長による料金改定拒
否についての情報はここから参照した。国が浄水を買い上げているという情報は, ペタヌ浄水場職員,
スピ・スリヤリ氏からの情報によるものである。














28) JICA（2012), p. S56。
Figure 20 ペタヌ浄水場入口に建てられた看板




バドゥン県 460,000 493,000 540,000
デンパサール 778,000 865,000 951,000
合計 1,238,000 1,358,000 1,491,000
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An Environmental Research Project
in the State of Bali, the Republic of Indonesia
Focused on the Issue of Lifewater on the Island of Bali
MATSUDAIRA Isao
The state of Bali comprises a tiny island, and makes up only 0.3 percent of the Republic of
Indonesia. In spite of the size of the island, more than 4,000,000 people live there, and around
3,800,000 tourists visit every year. Moreover, the size of the population and the number of tour-
ists continue to grow rapidly day by day. The question then arises : Is it possible for this tiny is-
land to provide enough lifewater for such a large number of people?
The purpose of this paper is to seek to answer the above question. Accordingly, six locations
were researched, such as the village of Brimbingsari and Muraya in Jembrana prefecture, the vil-
lage of Soka in Tabanan prefecture, the village of Suraya in Karangasem prefecture, and a water
purification plant in Petanu, Gianyar prefecture.
Specific explanations including crtain problems concerning the lifewater in each location are
provided in this paper. In addition, the critical issue of the water shortage in the southern part
of Bali was also researched. To resolve the problem in this area, the government of Indonesia has
planned a mega project by which JICA had produced. This paper also pursues the above govern-
ment scheme to supply this lifewater.
